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背景とねらい： 
生活習慣病は高齢化社会において喫緊の課題であり、健康機能性を有する農産物の研

究開発及び普及は健康維持・増進に必要不可欠である。本研究では、機能性野菜の栽培

法開発から機能性評価までを一貫して行い、機能性野菜の高付加価値化による生産者所

得の向上と超高齢社会における健康維持・増進に貢献することを目指した。また、生態

恒常性や病態の指標となる腸内フローラパネルを作成し、腸内フローラから健康状態や

食品機能を予測しうるシステム基盤の構築を進めた。 

 

成果の概要： 
 本研究では、機能性ケールと機能性ニンジンをケーススタディとして、機能性野菜

の低負荷収穫／成分高含有化栽培法を確立し、さらに生体利用性を向上させる食品

加工技術を開発した（特許出願済み）。機能性野菜の健康機能評価のため、各種モ

デル動物試験やヒト臨床試験を行い、機能性ケールによる酸化ストレス軽減作用や

腸内細菌叢改善作用などを明らかにした（図１）。 

 

 腸内フローラ分析/解析の基盤技術を構築し、健常人、長寿地域高齢者、糖尿病や高

血圧症などの各種疾病患者ら 1,100検体以上の腸内フローラを解析し評価した。こ

のデータから機械学習等の活用により、日本人のフローラパネル(β版)を構築した

（図２）。さらに、これらのパネルと病態の関連性も明らかにし、腸内フローラか

ら健康状態や食品機能性を予測可能なシステム基盤が完成した。当該システムは、

フローラパネル検査サービスとして事業化を計画しており、新規の機能性農林水産

物の活性化や健康長寿社会への貢献が期待される。 

右)図２．日本人の腸内フローラパネル(β版) 

4タイプと病態との関連性 

左)図 1．本研究(機能性野菜分野)の概要図 
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商品化と社会実装の構想： 
 フローラパネルの事業化 

本研究で得られた知見から発展的な研究を継続し、日本人の腸内細菌叢 DBを構築。

消費者向けのフローラパネル検査サービス、食品企業向けの腸内細菌叢改善を標的

とした食品機能性研究基盤を目指している。 
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